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1.研 究 目的 ・内容

理解度の高い学生が低い学生を学習の面か ら支援することは,双 方に とって非常に重要な体験的

活動 となる.そ のような活動の場を確立するために,工 学部教育推進センター内学習支援室が中

心 となって数学や英語の学習支援を目的 とした学生 ピア ・サポーターを育成す る.そ れによって,

学生が主体 となった継続的な学習支援体制を確立 し,キ ャンパス内にアカデ ミックな雰囲気を作

り出す ことが本研究の重要な 目的である.

2.研 究経過及び成果

本研 究は工学部教 育推進 セ ンター 内学習支援室が 中心 となった実践研 究であ る.平 成22年 度 に

お ける主な活動は学生 ピア ・サ ポー ター を継続的 に育成す るための土台作 りである.我 々が考 え

る学生 ピア ・サポー ター とは 「数 学や 英語の学習支援 を コ ミュニケー シ ョンの手段 として,理 解

度 の低 い学生 を主体的 に支援す る理解 度の高い学生」 であ る.そ こで,ま ず重要 な ことは学生 ピ

ア ・サポー ター にな りうる学 生の育成で ある.そ の 目標 を達成す るた めに注 目したのが課外活動

であ る 『ESS同 好会』 と教員免許取得 を 目指す 『教職課程 数学 コース』で ある.実 際,そ れ らに

所属す る学生 は英語や数 学へのモチベー シ ョンが他 の学生 と比較 して高 く,更 には,学 習支援室

に常駐す る教員 とコ ミュニケー シ ョンが図 りやす い環境 に置かれてい る。何故 な らば,ESS同 好

会部長 は共同研究者 の島美 由紀で あ り,教 職課程数 学 コース担 当教員 は研 究代表者 の伊藤昭夫 で

あ るか らで ある.以 下,英 語 と数学 に分けて現状 を報 告す る.

(1)英 語

広島 キャンパ ス国際化 プ ロジェ ク トと連携 して,ネ イ テ ィブの非常勤教員が主催す る 『English

ShowerProgr段m』 や 『EnglishShowerActivity』 へのESS同 好会 部員 の参加 を促 し,英 語 コ ミ

ュニケー シ ョン能力 の向上 を 目指 してい る.ま た,島 が開講 してい る 『EnglishSupportClass』

(単位 無)へ の受講 を強制 し,英 語基礎 力 の向上 を 目指 して い る.そ して,教 育効果 は学生 の

TOEICス コアの向上 とい う形 で現 れ始 めてい る.実 際,島 が開講す る学習支援講座 を受講 した一

部 の学生 はTOEICス コアが500点 を超 え,学 費半額免 除 とな る特待 生制 度 を活用 し始 めて い る。

また,彼 らの コ ミュニケー シ ョン能力 は他 の学生 と比較 して高いため,同 好会活動 を通 して他 の

学生 が英語 に触 れ る機 会 を増やす よ う努 力 してい る姿が 見て取れ る.更 には,オ ープ ンキ ャンパ

ス にお け る公 開授 業プ ログラム 『EnglishShowerActivity』 にお いて,高 校 生 との交流 を深 める

な ど広 島キ ャンパ スにおけ る英語教育 におい て中心的 な役割 を果 た し始めてい る。

(2)数 学

数学 では 『数学発 展プ ログラム1』(1年 通期:単 位 無)と 『数学発 展プ ログラムII』(2年 通 期:

単位無)を 開設 し,微 分積分 ・線 形代数 ・常微分方程式 ・確 率統計 にお ける数学基礎力 を高 める

教育 を始 めてい る.本 学 に入 学 して くる学生 の中には,や る気は あるが数学 の学習方法が分 か ら

ない学生や計算 スキル が定着 してい ない学生 も多 い.し か し,初 年次段 階か ら的確 な学習支援 を

実施すれ ば,数 学 皿や数学Cの 未履修 は大 きな障害 にな らない こ とが最 近の実践研 究か ら示 され

始 めてい る.言 い換 えれ ば,「 入学時 の新入生 のや る気 を如何 に持続 させ,高 め るか」が本実践研

究 の今 後の大 きな課題 と言 え る.
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また,教 育効果 は工学 系数 学統一試験(通 称,EMaT)で 評価 す るこ とに してい る.EMaTと

は広 島大学 と山 口大学が 中心 となって進 めてい る数学分 野の外部試験 であ り,微 分積 分 ・線形代

数 ・常微分方程式 ・確率統計 が試験科 目で ある.ま た,400点 満 点で240点(6割)を 取得 した

学生 はTOEICス コア500点 と合 わせ る と大学院推薦入学試験筆記試 験免 除の対象 となる.我 々

は この基準 を 『広大基準』 と呼び,一 人 で も多 くの学生が 『広大基準240点 』 をク リアす るこ と

を教育 目標 に掲 げてい る.平 成22年 度 は最 高スコア389点(400点 満 点)を 記録す るこ とがで

きただ けでな く,5名 以上 の学生が240点 以上 のス コアを記録 してい る.こ のよ うな教育活動 を

継続す る ことに よって,数 学基礎力 を備 えた学生 ピア ・サポー ター を育成す る.実 際 工学部教

職課程数学 コー スに所属す る学部3年 生1名 が数学 を苦手 とす る2年 生 【微分積分学1・ 線形代

数学1(1年 前期科 目)の 単位 は取得 で きたが,微 分積分学1工 ・線形 代数 学II(1年 後期科 目)の

単位 が取得 できなかった学生 】の指導 に現在従事 してい る.そ の教育効果 は,現 在 指導 を受 けて

い る2年 生の微 分積分学1と 線形代数学1の 単位取得 とい う形 で今年 度末 に評価 で きる.単 位 取

得 は学生 の退 学や休 学 を左 右す る極 めて重要 な要 素で あ り,学 生 がお互 いに教 え合 って単位 取得

に結び付 けてい く教育 システムの確 立は今後 重要 な意 味 を持 って くる と考 えてい る.

3.本 研究 と関連 した今後の研究計画

学生 ピア ・サポー ター を育成す る仕組 み を構築 し,継 続 的に輩 出で きる教育 手法 を開発す る.

また,将 来的に はサ ポー ター が活動 で きる場 を学習支援室 か らメデ ィア ・セ ンターや オー プ ンキ

ャンパ スな どへ と拡張 し,大 学 生活全 般 に亘 って学 生 ピア ・サポー ター が配置 でき るよ うに環境

を整備す るこ とを 目指す.そ のためには,学 生 ピア ・サポー ター を学 内ボランテ ィア として明確

に位置づ け,そ の活動 に至 るまでの一連 の学習を評価す るシステ ムの開発 が急務 であ ると考 える.

現在,数 学教員免許 取得 を学生1名 が数学 を苦手 とす る学生 を1名 指導 す る とい う学習支援活 動

が試験 的に実践 されてい る.

平成23年 度 以降は,そ の成果 を踏 ま えて学生 ピア ・サ ポーターの存在 意義 を明確 にす ると とも

に,平 成22年 度の活動 を継 続す るこ とに よって現在 の教育 システ ムを評価 す る.

4.成 果の発表等
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